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〇 金融仲介機能のベンチマークとは 

• 2016年9月金融庁は、金融仲介機能の質を高めていくためには、自身の取組みの進捗状況や課題等について客観的
に自己評価することが重要であるとの考えの下、金融仲介機能の発揮状況を客観的に評価できる多様な指標（「金融
仲介機能のベンチマーク」）を制定・公表しました。 

 

• 当行は、金融仲介機能の発揮に繋がるベンチマーク項目を選定しました。（主な当行のベンチマークは後述） 
 

• 当行は、ベンチマークを積極的に活用し、今後とも金融仲介機能の発揮に努めて参ります。 

 

 － １ － 

ベンチマーク 

◆ 創業支援の強化 

福島銀行は、創業支援の強化により『企業活動が活発に行われる福島』を創って参ります。 

ベンチ 
マーク 

〇 創業支援セミナー参加者から実際に 
  創業した先数  

定 義 
〇 当行主催の創業支援セミナー参加者から 

    実際に創業した先をカウントする 

2019/3期
実績 

〇 19先（前年10先） 

ベンチ 
マーク 

〇 当行が関与した創業の件数（創業計画 
    の策定支援の件数） 

定 義 

〇 創業するに当たり、当行が関与した 

  創業の件数、及び創業計画の策定支援 

    を行った件数をカウントする 

2019/3
期実績 

〇 創業に関与した件数81件（前年39件） 
    内、創業計画の策定支援を行った件数 
    33件（前年11件） 



 － ２ － 

◆ 企業活動活発化に向けた課題解決支援の強化 

福島銀行は、お客様の課題を解決することにより『企業活動が活発に行われる福島』を創って参ります。 

ベンチ 
マーク 

○ お客様の課題を解決した件数、及び 
    課題解決の提案をした件数 

定 義    

〇 お客様が抱える課題の解決（例えば、 

     売上増加の課題に対し販路拡大の 

   支援等）件数、及び解決提案件数 

2019/3期
実績 

〇 解決件数796件（前年234件） 
  提案件数1,974件（前年2,223件）  

ベンチ
マーク 

〇 事業性評価に基づく融資を行っている 
    与信先数、及び融資額  

定 義 

〇 『ABL融資』と『ローカルベンチマー 

       ク対象先への融資』の合計件数と金額  
             ※『ABL融資』とは、企業の事業価値を構成する在庫（原材料、商品） 

                 や機械設備、売掛金等の資産を担保とする融資 

           ※『ローカルベンチマーク』とは、企業の経営状態の把握を行うツール 

                 として,  企業の経営者等や金融機関が、企業の状態を把握し、双方が 

                 同じ目線で対話を行うための基本的な枠組み 

2019/3期 
実績 

〇 311件 226億円（前年106件 141億円）  
 

注）定義は当行独自の基準 

◆ 企業先数の拡大 

福島銀行は、『優れたサービスをより多くの皆さまにご享受していただくため』お取引先数の拡大を図って参ります。 

ベンチ 
マーク 

〇 企業融資先数の増加 

定 義 〇 企業の融資先をカウント   

2019/3期
実績 

〇 4,880先（前年4,881先） 
注）私募債のみの先も含む 



 － ３ － 

◆ 事業の再生支援の強化   

福島銀行は、業績の改善や資金繰りの改善をお手伝いすることにより『企業活動が活発に行われる福島』を創って 

参ります。 

ベンチ
マーク 

〇 事業再生支援先における実抜計画策定 

    先数、及び同計画策定先のうち未達成 

    先の割合 ※『実抜計画』とは実現可能性の高い,抜本的な再建計画 

定 義 

〇 ライフステージにおいて低迷期、再生 

     期にある事業者に対する実抜計画の 

     策定先数をカウント。また、全体に 

     対する計画未達成先の割合 

2019/3期
実績 

〇 策定先数 4先（前年5先）、 
  未達成の割合14%（前年13％） 

ベンチ
マーク 

〇 当行が貸付条件の変更を行っている 

    中小企業の経営改善計画の進捗状況 

定 義 

〇 当行が貸出条件変更を行っている先に 

    対し経営改善の支援を行い、その結果 

    企業の経営改善が見られた先をカウント  

2019/3期
実績 

〇 対象先241先の内、改善が見られた先 
    185先、全体の76.7％（前年283先） 

◆ 人材開発態勢の強化 

福島銀行は、お客様により質の高い本業支援のご提案が出来るよう『高い志を持ち、お客様・地域の要請に応える 

能力を持った社員の育成』に努めて参ります。 

ベンチマーク 〇 取引先の本業支援に関する資格の総数 

定 義 
〇 期末時点で全社員が取得している、 

  取引先の本業支援に関する資格の総数 

H30/3期 
実績 〇 総資格数1,526件（前年1,544件） 

※ 資格は、当行指定の本業支援に 
   関する全３５資格 



◆ 社会貢献活動の取組み強化 

福島銀行は、社会貢献活動を通じ『人が生き生き 

と暮らす福島』を創って参ります。 

ベンチ
マーク 

〇 ボランティア活動の継続実施、年間 
    延べ人数1,500人 

定 義 
〇 1年間の社員ボランティア実施回数 
 （のべ人数） 

H30/3期
実績 

〇 延べ1,268人（達成率84.5％） 
 （前年1,522人） 

※ 社会貢献活動は、ベンチマークの考え方とは直接リンクしませんが、 
    地域の活性化、企業の活性化に繋がるものと考えています。例えば、 
    福島県の観光資源である猪苗代湖の自然を守ること（水草除去作業 
    等）は、観光客の誘致に繋がり、地域の活性化に寄与するとの考え 
    からベンチマークとしています。 

以上 

 注意：掲載されている各ベンチマークは当行
独自の基準等が多数踏まれています。一概に 
他行との比較は出来ませんのでご注意下さい。 

 － ４ － 


